
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月のけんこうだより 

暑さが少しづつ和らいできました。外遊びの時間が増えてくると、小さな怪我も多くなります。 

９月９日は「救急の日」です。この機会におうちの救急用品の中身を見直したり、応急処置の方法も学んでおきましょう。 

先月の感染症情報です。RS ウイルス感染症２名、伝染性紅斑２名、手足口病３名でした。手足口病はエンテロウイルス属のウイル

スで種類が 60 種類以上あることから 1 年に 2 回以上罹患することもあります。またアルコールでは消毒効果がないため、石鹸で良

く手を洗ったり、消毒は次亜塩素酸ナトリウム（台所用漂白剤など）でするようにしましょう。 

水３Lに対し台所用漂白剤をキャップの 1～２杯入れると０．０５～０．１％の消毒液が作成できます。 

 

 

 

引きつづき体調には十分注意していきましょう。 

令和６年９月２日発行 
 
なかのしまのぞみ保育園 
 

    

 救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔な入れ物に入

れておけばOK です。ただし、滅菌ガーゼや薬は使用期限がありますし、テープ

類は古くなると粘着力が弱くなります。１年に１回は中身をチェックしましょう。 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。「無事でよかった」

とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 



＜幼児対象編＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜乳児対象編＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鼻の奥は耳（中耳）とつながっています。風邪をひいたときにはなを強くかむ

と、鼻の中のウイルスや細菌が中耳に送られ、中耳炎の原因になります。普段か

ら、鼻水は「片方ずつ、やさしく」かむよう伝えましょう。 

【８月の幼児対象の健康教育】 テーマ「鼻について」 

 先月は鼻についての保健指導を行いました。 

鼻の役割（息を吸う、においをかぐ等）を最初に説明し、鼻水が出ていたらどうしたら良いのか？というクイズ

もしました。みんなでお花紙で作った葉っぱを飛ばして鼻かみの練習もしています。 

幼児クラスでもまだ鼻をかめない子がまだ何人かいるので練習してかめるようになるといいです。 

 鼻の中は粘膜に覆われていて、ウイルスや細菌、ほこりなどをキャッチ

して、鼻水といっしょに外に追い出しています。子どもの鼻の中はとても

せまいので、少し鼻水が増えただけでもつまりやすいもの。小さな子ども

は上手にはなをかめないので、こまめに鼻水を取ってあげましょう。 


